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情報化施工が建設現場を変える

平成２３年７月

九州地方整備局

企画部 施工企画課
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１．情報化施工の概要



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

ＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴ

3

建設事業を取り巻く課題建設事業を取り巻く課題建設事業を取り巻く課題建設事業を取り巻く課題

生産性向上の必要性生産性向上の必要性生産性向上の必要性生産性向上の必要性

少子高齢化（熟練者不足）少子高齢化（熟練者不足）少子高齢化（熟練者不足）少子高齢化（熟練者不足）

建設現場の安全確保建設現場の安全確保建設現場の安全確保建設現場の安全確保

地球温暖化問題への対応地球温暖化問題への対応地球温暖化問題への対応地球温暖化問題への対応

・建設業の労働生産性は製造業の約６割

・５０才以上の構成比33%(90年)→43%(06年)

・土木分野の労働災害は全産業の約40%

・土木分野のＣＯ２排出量は全産業の約10%

海外において情報化施海外において情報化施海外において情報化施海外において情報化施
工が普及工が普及工が普及工が普及

・特に土工、舗装工等で普及

・一般競争入札、総合評価方式等

発注環境の変化発注環境の変化発注環境の変化発注環境の変化

・品質確保、施工プロセス検査等

品質確保・監督検査の品質確保・監督検査の品質確保・監督検査の品質確保・監督検査の
重要性に対する認識重要性に対する認識重要性に対する認識重要性に対する認識

・国土交通省ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進大綱

（情報化施工の推進を位置付け）

ＩＣＴの進展とＩＣＴの進展とＩＣＴの進展とＩＣＴの進展と

イノベーションの推進イノベーションの推進イノベーションの推進イノベーションの推進

施工を取り巻く状況の変化施工を取り巻く状況の変化施工を取り巻く状況の変化施工を取り巻く状況の変化

情情情情 報報報報 化化化化 施施施施 工工工工 のののの 効効効効 果果果果

「情報化施工推進戦略」の策定 （平成２０年７月）

国 民

発注者

受注者

コスト縮減

工事期間の短縮

ＣＯ２の削減
・施工の効率化によるコスト縮減・ＣＯ２の削減

・工事に伴う渋滞や騒音・振動などの低減

コスト縮減

監督検査の合理化・確実性の確保

効率的・効果的な管理支援

施工品質の確保

・高精度な施工により高品質、コスト縮減の確保

・施工データと供用後の経年変化の比較として活用可能

施工効率の向上（コスト縮減）

事故の減少 施工品質の確保

技術競争力の強化

・設計データを基に自動制御することによる施工効率の向上

・高い品質、工期短縮が可能なことから技術競争力強化に有効

・設計データと施工データを即時な比較により監督検査を合理化

建設施工のイノベーションを実現する情報化施工の戦略的な普及方策が必要

情報化施工情報化施工情報化施工情報化施工についてについてについてについて
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国土交通省の取り組み

Ｈ２０．２ 情報化施工推進会議を設立

※技術の成熟度に応じて目的を設定、技術を分類し、普及推進に向けて
効果的に実施

「情報化施工推進戦略」の策定 H20.7.31

Ｈ２２．３ 「ＴＳによる出来形管理の監督・検査要領（案）」 策定

Ｈ２２．８ 「情報化施工技術の一般化・実用化の推進について」 通達

Ｈ２２．１２ 「ＴＳ出来形管理要領（案）（土工編）」 改訂



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

ＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴ

5「情報化施工推進戦略より」「情報化施工推進戦略より」「情報化施工推進戦略より」「情報化施工推進戦略より」

情報化施工の概要
情報化施工とは

情報化施工は、建設事業の調査、設計、施工、監督・検査、維持管理という建設生産プロセスのうち「施

工」に注目して、ＩＣＴ※の活用により各プロセスから得られる電子情報を活用して高効率・高精度な施工を

実現し、さらに施工で得られる電子情報を他のプロセスに活用することによって、建設生産プロセス全体に

おける生産性の向上や品質の確保を図ることを目的としたシステムである。

３Ｄデータ
施工データ

※ ＩＣＴ：Information and Communication Technology （情報通信技術）

“建設生産システム”における上流から下流まで情報の串刺し“

ＩＣＴ：情報通信技術情報通信技術情報通信技術情報通信技術

・測量・測位技術

・通信技術

・制御技術
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排土板を
測定

トータル
ステーション

受光器

排土板

繰り返し作業

機械化施工

丁張り設置 補助員
（施工後のチェック）

目視で確認

ＡＵＴＯ

-0.05

情報化施工

高精度自動制御丁張り不要

排土板を
操作

チェック不要

情報化施工のｲﾒｰｼﾞ（例：3次元ﾏｼﾝｺﾝﾄﾛｰﾙ）

機械化施工にＩＣＴや制御技術、測量技術を融合した「建設施工革命」

※ICT：情報通信技術(Information and Communication Technology)
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２．情報化施工技術の紹介
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施工において活用する技術施工において活用する技術施工において活用する技術施工において活用する技術 施工管理において活用する技術施工管理において活用する技術施工管理において活用する技術施工管理において活用する技術

主な情報化施工技術一覧
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◆出来形管理資料作成
・記録をパソコンに・記録をパソコンに・記録をパソコンに・記録をパソコンに
手入力し作成手入力し作成手入力し作成手入力し作成

４０ｍ毎に
計測データを
野帳に記録

（手書き）

巻き尺による法長の計測

作成帳票（手作業）
・測定結果総括表
・測定結果一覧表
・出来形管理図表
・出来形管理図
・度数表

◆◆◆◆出来形管理資料作成出来形管理資料作成出来形管理資料作成出来形管理資料作成

・パソコンで自動作成・パソコンで自動作成・パソコンで自動作成・パソコンで自動作成

計測データを自動記録

施工管理データを搭載したTSによる
法長の計測

ＴＳＴＳＴＳＴＳ

電子野帳

作成帳票（自動作成）
・測定結果総括表
・測定結果一覧表
・出来形管理図表
・出来形管理図
・度数表

ＴＳによる出来形管理技術（トータルステーションの事例）

従来施工従来施工従来施工従来施工 情報化施工情報化施工情報化施工情報化施工

メリット
�出来形計測の効率化

�転記ミス、計算ミスの防止

�丁張り作業の効率化

�出来形管理記録帳票作成の効率化

・電子データ化

�出来形確認作業の効率化

作業内容 従来施工※ 情報化施工

出来形管
理

測量準備
(2400m)

9 日

測量箇所への
杭設置含む

2 日

杭設置不要

測量 6 日 4 日

帳票作成 3 日 0.3 日

合計 18日 6.3日

※※※※ 同条件同条件同条件同条件でのでのでのでの従来施工実施時従来施工実施時従来施工実施時従来施工実施時のののの時間時間時間時間・・・・人員人員人員人員についてのについてのについてのについての

ヒアリングヒアリングヒアリングヒアリング結果結果結果結果よりよりよりより
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ＴＳ出来形管理と従来管理の比較

出来形管理図（工程能力図）

測定結果一覧表

測定結果一覧表 基準高（Ｈ）基準高（Ｈ）基準高（Ｈ）基準高（Ｈ）

幅（ｗ）幅（ｗ）幅（ｗ）幅（ｗ）

１段目 施工管理値

２段目 監督職員

３段目 品質証明値設計値との差

幅

準備工

従 来

着工前測量

現場作業

管理・立会

基
準
高

情報化施工

設計照査

丁張り設置

任意点設置

・自動追尾型ＴＳであれば

１人で出来形測量が可能

測点位置出

帳票は自動作成

基準高管理

幅管理

帳票作成

機器・システム準備

設計照査

基本設計データ作成

◆検査員の実地検査

（従来） ２００ｍに１箇所

（情報化）１工事につき１管理断面

◆監督職員の実地検査

（従来・情報化）１工事につき１回以上
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TSによる出来形管理技術の効果

• 現場での杭・丁張り・目串の設置が大幅に減少する
ことにより、作業効率が向上するとともに、障害物
がなくなることによって安全性が向上

• 計測作業が簡単になるため、段階検査などでの出
来形計測の作業が効率化

• 測定データが電子化されることから結果とりまとめ
など事務作業が合理化

• 2400mの盛土について出来形管理を行った場合、
作業時間を58%短縮（試算）

11
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TS/GNSSによる締固め管理技術（ローラの事例）

メリット
�施工管理（密度測定等）の省力化

�施工品質の確保

�品質管理記録帳票作成の効率化

・電子データ化

�品質確認作業の効率化
0 100 200 300 400 500

(min)

◆締固め作業1330m3 を施工した場合

☆作業時間の短縮

締固め作業
180min

品質計測（RI法）
270min

帳票作成
36min

従来施工

情報化施工 締固め作業
180min

帳票作成
24min

計測作業不要

管理ブロックごとの

締固め回数をカウント

2回
3回

従来施工従来施工従来施工従来施工 情報化施工情報化施工情報化施工情報化施工

品質計測不要
測定測定測定測定 

測定測定測定測定 

測定測定測定測定 

RI法による品質計測
（100m2毎に１点計測） 帳票作成

・盛土施工管理データ
・現場密度試験結果一覧

・・・等

●書類を多数作成

帳票作成

走行軌跡図
回数分布図

・・・等

●書類をパソ
コンから出力
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ＧＰＳ受信機

位置情報受信機

転圧管理

ソフトウェア

ＧＰＳ基地局

13
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TS・GPSを利用した盛土締固め管理

1辺0.25m又は0.50m

GPS又は自動追
尾TS用ミラー

転圧ローラーの位置を計測し、転圧した回数を管理することにより
面的に品質管理を行うシステム
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情報化施工

施工と同時に確認できるので、確実に全面を所定の回数まで締固めできる。

従来施工

締固めが所定の回数まで達していない箇所がある。

25cmメッシュ

25cmメッシュ

約1,500 m2

約1,500 m2

効果の数値は、過去の試験結果より得られたもの
（今後、試験施工により検証していく予定）

締固め管理システム導入による品質向上事例
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ＴＳ／ＧＮＳＳによる締め固め管理の効果

• これまでの代表点での管理（1000㎡に1箇所測定）
に代えて面的管理を行うため、施工の品質が向上

• 締固め後の砂置換やＲＩなどの密度測定が不要のた
め密度測定作業が合理化

• 締固めの状況をオペレータがリアルタイムで確認でき
ることから、締固め回数の不足や締固めのムラをなく
すことが出来る。

• 1330ｍ3の土工の場合、品質計測や帳票作成の合
理化などにより、作業時間を58%短縮（試算）

16
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丁張り設置

従来施工従来施工従来施工従来施工 情報化施工情報化施工情報化施工情報化施工

丁張丁張丁張丁張り・り・り・り・検測作業不要検測作業不要検測作業不要検測作業不要

検測検測検測検測

丁張り丁張り丁張り丁張り

ブレードを自動制御ブレードを自動制御ブレードを自動制御ブレードを自動制御

丁張りに合わせて施工

検測を繰り返して整形

マシンコントロール技術（モータグレーダの事例）

メリット
�丁張りの削減

�施工効率の向上

�出来形・品質の向上

�熟練オペレータ不足への対応

�補助作業員削減による安全性向上

�出来形確認作業の効率化

0 200 400 600 800 1000 1200

(min)

☆作業時間の短縮

丁張り設置（２０本）
600min

路盤敷均し
540min

◆上層路盤900m2 、下層路盤900m2 を施工した場合

路盤敷均し
360min

従来施工

情報化施工

丁張り設置作業不要
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送信機付送信機付送信機付送信機付 自動追尾自動追尾自動追尾自動追尾
トータルステーショントータルステーショントータルステーショントータルステーション

プリズムターゲット（鏡）プリズムターゲット（鏡）プリズムターゲット（鏡）プリズムターゲット（鏡）

受信機受信機受信機受信機

コントロールボックスコントロールボックスコントロールボックスコントロールボックス

システムの構成システムの構成

18
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指定検測位置指定検測位置指定検測位置指定検測位置
指定検測位置指定検測位置指定検測位置指定検測位置

許容値の巾許容値の巾許容値の巾許容値の巾

制御データピッチ制御データピッチ制御データピッチ制御データピッチ

3D3D3D3D----MCMCMCMCによる仕上り面と許容値の関係による仕上り面と許容値の関係による仕上り面と許容値の関係による仕上り面と許容値の関係

許容値からの逸脱許容値からの逸脱許容値からの逸脱許容値からの逸脱？？？？

許容値からの逸脱許容値からの逸脱許容値からの逸脱許容値からの逸脱？？？？

指定検測位置指定検測位置指定検測位置指定検測位置
検測位置検測位置検測位置検測位置 指定検測位置指定検測位置指定検測位置指定検測位置

許容値の巾許容値の巾許容値の巾許容値の巾

従来の仕上り面と従来の仕上り面と従来の仕上り面と従来の仕上り面と許容値許容値許容値許容値のののの関係関係関係関係

従来施工との仕上がり状態の比較
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岩手県岩手県岩手県岩手県 花巻空港滑走路延長工事花巻空港滑走路延長工事花巻空港滑走路延長工事花巻空港滑走路延長工事
－夜間工事－－夜間工事－－夜間工事－－夜間工事－

空港現場での施工状況（モータグレーダ）

トータルステーションの設置トータルステーションの設置トータルステーションの設置トータルステーションの設置
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マシンコントロールの効果

• 現場での杭・丁張り・目串の設置および施工に応じた再設置
が不要となり、作業効率が向上。

• 施工中に出来形確認を行う検測員が不要となるため、建設
機械との近接作業がなくなることから安全性が向上するとと
もに、施工効率が向上。

• 複雑なブレード操作などが自動化されるため、オペレータの熟
練度に依存しない施工が可能。

• リアルタイムで検測することになるため、従来よりも施工精度
が向上。

• 施工中の制御データが記録として残り、管理を行う際の品質
データとして活用。

• 上層路盤900m2 、下層路盤900m2 を施工した場合、丁
張りの合理化や施工の効率化などにより、作業時間を68%短
縮（試算）

21
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従来施工従来施工従来施工従来施工 情報化施工情報化施工情報化施工情報化施工

丁張丁張丁張丁張り・り・り・り・補助作業不要補助作業不要補助作業不要補助作業不要
車載モニターで
掘削位置を指示丁張りを目印に掘削

マシンガイダンス技術（油圧ショベルの事例）

0 100 200 300 400 500

(min)

☆作業時間の短縮

丁張り設置（６本）
180min

掘削作業
116min

◆掘削作業150m3 、法面整形115m2 を施工した場合

法面整形
131min

従来施工

情報化施工
掘削作業

99min

法面整形
113min

丁張り設置作業不要

メリット
�丁張りの削減

�施工効率の向上

�出来形・品質の向上

�熟練オペレータ不足への対応

�補助作業員削減による安全性向上

�出来形確認作業の効率化
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AccuGrade GPS 油圧ショベル用コンポーネント

AS300

MS980

CD550

TC450 AS21

GPSアンテナレシーバ

ディスプレー

無線通信機

傾斜センサー

ピッチセンサー 23
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３．情報化施工の取り組み



平成23年度 情報化施工の実施方針

23年度情報化施工実施の目的年度情報化施工実施の目的年度情報化施工実施の目的年度情報化施工実施の目的

・技術の普及促進 ・中小規模工事への適用拡大 ・技術の導入環境の整備

試験施工の方針試験施工の方針試験施工の方針試験施工の方針

平成20年度より２箇年にわたり試験施工を実施し、情報化施工の導入効果の確認や課題の把握等を行ってきた。この結果、各技
術の効果・適用範囲、直轄工事への実用化の可能性がある程度把握でき、技術毎の成熟度が明らかになった。

平成平成平成平成23年度は平成年度は平成年度は平成年度は平成22年度に引き続き、技術の成熟度に応じて目的を設定し、普及促進に向けて直轄工事において情報化施工を年度に引き続き、技術の成熟度に応じて目的を設定し、普及促進に向けて直轄工事において情報化施工を年度に引き続き、技術の成熟度に応じて目的を設定し、普及促進に向けて直轄工事において情報化施工を年度に引き続き、技術の成熟度に応じて目的を設定し、普及促進に向けて直轄工事において情報化施工を
効果的に実施することとする。効果的に実施することとする。効果的に実施することとする。効果的に実施することとする。

情報化施工技術と分類情報化施工技術と分類情報化施工技術と分類情報化施工技術と分類

B-1. マシンコントロール(MC)技術（モータグレーダ） C-1. TSによる出来形管理技術（土工）

C-2. TSによる出来形管理技術（舗装工）

E. 盛土の捲き出し厚さ管理技術 F. 加速度応答による締固め管理技術
G. ＴＳによる路盤工の出来形管理技術 Ｈ. その他

【一般化推進技術】

【実用化検討技術】
A-1. マシンガイダンス(MG)技術（バックホウ） A-2. マシンガイダンス(MG)技術（ブルドーザ）
B-2. マシンコントロール(MC)（ブルドーザ） D. TS/GNSSによる締固め管理技術

【確認段階技術】

【検証段階技術】

【一般化推進技術】

【実用化検討技術】 ・普及促進上の課題把握 ・技術の適用範囲の把握 ・技術の導入環境の整備

【確認段階技術】 ・技術の現場適用性の確認 ・導入における課題の把握 ・要領案等の妥当性確認

【検証段階技術】 ・技術の現場での検証 ・導入における課題の把握 ・要領等作成のためのデータ収集

① 導入効果の確認 ② 情報化施工技術の周知 ③ 情報化施工に対応した監督・検査 ④ 受発注者の人材育成

※ この他、各技術毎に下記の様に目的を設定

既に実用化段階にあり、平成既に実用化段階にあり、平成既に実用化段階にあり、平成既に実用化段階にあり、平成25252525年度の一般化に向けて普及措置を講じる技術年度の一般化に向けて普及措置を講じる技術年度の一般化に向けて普及措置を講じる技術年度の一般化に向けて普及措置を講じる技術

技術の適用性は確認済みであるが、引き続き実用化に向けて検討が必要な情報化施工技術技術の適用性は確認済みであるが、引き続き実用化に向けて検討が必要な情報化施工技術技術の適用性は確認済みであるが、引き続き実用化に向けて検討が必要な情報化施工技術技術の適用性は確認済みであるが、引き続き実用化に向けて検討が必要な情報化施工技術

技術の適用性・効果の確認とともに、作成した施工管理要領（案）等の妥当性確認が必要な情技術の適用性・効果の確認とともに、作成した施工管理要領（案）等の妥当性確認が必要な情技術の適用性・効果の確認とともに、作成した施工管理要領（案）等の妥当性確認が必要な情技術の適用性・効果の確認とともに、作成した施工管理要領（案）等の妥当性確認が必要な情
報化施工技術報化施工技術報化施工技術報化施工技術

技術的検証や技術の活用方法、施工管理要領（案）の作成等、更なる検討が必要な情報化施工技術技術的検証や技術の活用方法、施工管理要領（案）の作成等、更なる検討が必要な情報化施工技術技術的検証や技術の活用方法、施工管理要領（案）の作成等、更なる検討が必要な情報化施工技術技術的検証や技術の活用方法、施工管理要領（案）の作成等、更なる検討が必要な情報化施工技術

25



平成23年度 情報化施工技術一覧

技術熟度 技術名 対象作業
使用する
建設機械

適用工種 監督検査
施工管理

備 考
河川土工 道路土工 舗装工 その他

一般化
推進技術

B-1：ﾏｼﾝｺﾝﾄﾛｰﾙ
(MC)技術

捲き出し
敷均し

不陸整正

ﾓｰﾀ
ｸﾞﾚｰﾀﾞ

－ －
○

（路盤工）
－ 従来通り

発注者指定により
40件実施予定

C-1：TSによる出来
形管理技術（土工）

出来形
計測

TS ○ ○ － △ ①、②
発注者指定により
200件実施予定

実用化
検討技術

A：ﾏｼﾝｶﾞｲﾀﾞﾝｽ
(MG)技術

捲き出し
敷均し

掘削・整形

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ
ﾊﾞｯｸﾎｳ
その他

○ ○ △ ○ 従来通り
2D-MGの試行も

実施

B-2：ﾏｼﾝｺﾝﾄﾛｰﾙ
(MC)技術

捲き出し
敷均し

掘削・整形

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ
その他

○ ○ △ ○ 従来通り

D：TS/GNSSによ
る締固め管理技術

締固め
ﾛｰﾗ

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ
○ ○ － △ ③

確認段階
技術

C-2：TSによる出来

形管理技術（舗装
工）

出来形
計測

TS

（ノンプリ
ズム式含

む）

－ － ○ － ④
現地調査において
国総研が支援予定

検証段階
技術

E.盛土の捲き出し
厚さ管理技術

捲き出し
出来形

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ ○ ○ － －

F.加速度応答によ
る締固め管理技術

締固め 振動ﾛｰﾗ ○ ○ ○ △

G.TSによる路盤工
の出来形管理技術

出来形
計測

TS － － ○ －

H.その他 － －

①ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝを用いた出来形管理の監督・検査要領（案）（河川土工・道路土工編） H22.3

②施工管理ﾃﾞｰﾀを搭載したﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝによる出来形管理要領（案） H22.12

③TS・GPSを用いた盛土の締固め情報化施工管理要領（案） H15.12

④施工管理ﾃﾞｰﾀを搭載したﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝによる出来形管理要領（案）【舗装工事編】 H21.8

【凡例】 ○：適応可能、△：一部適応可能、－：適応外【監督検査・施工管理】
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ＴＳによる出来形管理技術の普及推進
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マシンコントロール（モータグレーダ）技術の普及推進
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平成２２年度 全国における情報化施工の実績

九九九九 州州州州

図－１ 平成20,21,22年度 件数比較

図－２ Ｈ22地整別 実施工事件数

○実施工事件数は約２倍、導入技術数も約２倍の伸び率（ともに前年比）

○各地方整備局別に見ると、九州地方整備局における活用が多い。

41

32

47

3936

20

31

62

16

北海道開発局

東北地整

関東地整

北陸地整

中部地整

近畿地整

中国地整

四国地整

九州地整

①実施工事件数 ②導入技術数

全 国

３２４件

※継続含む

（件） （件）



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

ＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴ

発注事務所 工事名 技術名称 工種 発注事務所 工事名 技術名称 工種

1 筑後川河川事務所 嘉瀬川十五地区河道掘削工事 ②　TS出来形（土工） 河川土工 32 長崎河川国道事務所 長崎４９７号下本山地区中工区改良工事 ②　TS出来形（土工） 道路土工

2 筑後川河川事務所 筑後川（吉井出張所管内上流地区）堤防補修工事 ②　TS出来形（土工） 河川土工 33 長崎河川国道事務所 長崎４９７号口石免地区中工区西改良工事 ⑥　TS・GNSS締固め 道路土工

3 遠賀川河川事務所 河口堰魚道下流部新設工事 ②　TS出来形（土工） 河川土工 34 長崎河川国道事務所 長崎４９７号須崎免地区東工区改良工事 ⑥　TS・GNSS締固め 道路土工

4 遠賀川河川事務所 今村地区上流河道掘削工事 ②　TS出来形（土工） 河川土工 35 長崎河川国道事務所 長崎２０５号有福地区南工区改築工事 ①　ＭＣ技術（グレーダ） 舗装工（路盤工）

5 福岡国道事務所 福岡２０８号 栄皿垣地区改良工事
②　TS出来形（土工）
⑥　TS・GNSS締固め

道路土工 36 長崎河川国道事務所 長崎497号口石免地区中工区改良工事 ②　TS出来形（土工） 道路土工

6 福岡国道事務所 福岡３号香椎１丁目地区改良工事 ②　TS出来形（土工） 道路土工 37 長崎河川国道事務所 長崎497号口石免地区中工区東改良工事 ②　TS出来形（土工） 道路土工

7 福岡国道事務所 福岡２０８号　栄皿垣北地区改良工事 ②　TS出来形（土工） 道路土工 38 長崎河川国道事務所 長崎497号下本山地区中工区東改良工事 ②　TS出来形（土工） 道路土工

8 福岡国道事務所 福岡２０８号　栄皿垣中地区改良工事
②　TS出来形（土工）
⑥　TS・GNSS締固め

道路土工 39 長崎河川国道事務所 長崎497号口石免地区東工区西改良工事 ②　TS出来形（土工） 道路土工

9 福岡国道事務所 福岡２０８号　栄皿垣南地区改良工事 ②　TS出来形（土工） 道路土工 40 長崎河川国道事務所 長崎497号真申地区改良工事 ②　TS出来形（土工） 道路土工

10 福岡国道事務所 福岡２０８号下塩塚北地区改良工事 ⑥　TS・GNSS締固め 道路土工 41 長崎河川国道事務所 長崎34号大村地区（北工区）改良工事 ②　TS出来形（土工） 道路土工

11 福岡国道事務所 石坂地区改良工事 ⑥　TS・GNSS締固め 道路土工 42 雲仙復興事務所 水無川１号えん堤右岸上流護岸(下流部)工事 ②　TS出来形（土工） 河川土工

12 福岡国道事務所 福岡外環状道路　井尻東地区（上り線）改築工事
①　ＭＣ技術（グレーダ）
②　TS出来形（土工）

舗装工（路盤工） 43 雲仙復興事務所 水無川１号堰堤右岸護岸（上段部）工事 ②　TS出来形（土工） 河川土工

13 福岡国道事務所 福岡外環状道路　諸岡地区改築工事 ②　TS出来形（土工） 舗装工（路盤工） 44 大分河川国道事務所 大分10号別大拡幅高崎山地区第1工区（上り線）舗装工事 ②　TS出来形（土工） 舗装工（路盤工）

14 福岡国道事務所 福岡外環状道路　井尻東地区（下り線）改築工事 ②　TS出来形（土工） 舗装工（路盤工） 45 佐伯河川国道事務所 東九州道（蒲江～県境）波当津地区のり面外工事 ⑥　TS・GNSS締固め 道路土工

15 北九州国道事務所 福岡２０１号糸田地区舗装工事 ⑥　TS・GNSS締固め 舗装工（路盤工） 46 佐伯河川国道事務所 東九州道（佐伯～蒲江）下孫四郎地区改良工事
②　TS出来形（土工）
⑥　TS・GNSS締固め

道路土工

16 佐賀国道事務所 佐賀４９７号井手野中川原地区改良工事 ⑥　TS・GNSS締固め 道路土工 47 佐伯河川国道事務所 東九州道（蒲江～県境）浦之迫トンネル第２工区舗装工事 ①　ＭＣ技術（グレーダ） 舗装工（路盤工）

17 佐賀国道事務所 佐賀203号岩屋地区改良工事 ⑥　TS・GNSS締固め 道路土工 48 熊本河川国道事務所 新土河原地区築堤工事
⑥　TS・GNSS締固め
②　TS出来形（土工）

河川土工

18 佐賀国道事務所 佐賀４９７号井手野地区下対地区改良工事 ⑥　TS・GNSS締固め 道路土工 49 八代河川国道事務所 熊本３号　花岡東地区改良４工区工事 ②　TS出来形（土工） 道路土工

19 佐賀国道事務所 佐賀497号横尾東地区改良工事 ②　TS出来形（土工） 道路土工 50 延岡河川国道事務所 東九州道（県境～北川）家田１号函渠工外工事 ⑥　TS・GNSS締固め 道路土工

20 佐賀国道事務所 佐賀497号井手野深瀬地区改良工事 ②　TS出来形（土工） 道路土工 51 延岡河川国道事務所 東九州道（県境～北川）北川ＩＣ北地区改良工事 ②　TS出来形（土工） 道路土工

21 武雄河川事務所 三王崎地区外掘削築堤工事
⑥　TS・GNSS締固め
②　TS出来形（土工）

河川土工 52 宮崎河川国道事務所 東九州自動車道（清武～北郷）九平赤木地区改良外一連工事 ②　TS出来形（土工） 道路土工

22 武雄河川事務所 永田地区外掘削築堤工事
⑥　TS・GNSS締固め
②　TS出来形（土工）

河川土工 53 川内川河川事務所 川西地区中流掘削護岸工事 ②　TS出来形（土工） 河川土工

23 嘉瀬川ダム工事事務所 嘉瀬川ダムコンクリート骨材製造（三期）工事 ⑥　TS・GNSS締固め その他 54 川内川河川事務所 堂崎地区上流掘削及び築堤工事 ②　TS出来形（土工） 河川土工

24 嘉瀬川ダム工事事務所 嘉瀬川ダム副ダム建設工事 ⑥　TS・GNSS締固め その他 55 川内川河川事務所 曽木分水路下流部三次掘削工事 ②　TS出来形（土工） 河川土工

25 長崎河川国道事務所 長崎４９７号佐々ＩＣ北工区改良工事 ⑥　TS・GNSS締固め 道路土工 56 川内川河川事務所 堂崎地区下流掘削工事 ②　TS出来形（土工） 河川土工

26 長崎河川国道事務所 長崎34号大村地区（南工区）改良工事 ②　TS出来形（土工） 道路土工 57 川内川河川事務所 海老川上流右岸築堤その他工事 ④　ＭＧ技術（バックホウ） 河川土工

27 長崎河川国道事務所 長崎４９７号今福地区東免改良２期工事 ⑥　TS・GNSS締固め 道路土工 58 川内川河川事務所 宮之城橋上流右岸築堤護岸工事 ②　TS出来形（土工） 河川土工

28 長崎河川国道事務所 長崎497号口石免地区西工区改良工事 ②　TS出来形（土工） 道路土工 59 大隅河川国道事務所 鹿児島２２０号　古江バイパス古里地区改築工事 ①　ＭＣ技術（グレーダ） 舗装工（路盤工）

29 長崎河川国道事務所 長崎497号口石免地区西工区東改良工事 ②　TS出来形（土工） 道路土工 60 大隅河川国道事務所 引ノ平川流路整備工事 ②　TS出来形（土工） 河川土工

30 長崎河川国道事務所 長崎497号芳ノ浦地区改良工事 ②　TS出来形（土工） 道路土工 61 大隅河川国道事務所 古河良川上流左岸導流堤（３工区）工事 ②　TS出来形（土工） 河川土工

31 長崎河川国道事務所 長田地区下流河道掘削築堤工事 ②　TS出来形（土工） 河川土工 62 大隅河川国道事務所 東九州道（鹿屋～曽於）柿ノ木地区改良外１件工事 ②　TS出来形（土工） 道路土工

平成２２年度 情報化施工実績一覧（九州地整）

平成２２年度平成２２年度平成２２年度平成２２年度 活用工事件数活用工事件数活用工事件数活用工事件数 ６２件６２件６２件６２件

活用技術数活用技術数活用技術数活用技術数 ６９件６９件６９件６９件
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ＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴ

Ｈ２０Ｈ２０Ｈ２０Ｈ２０
施工者
希望型

Ｈ２１Ｈ２１Ｈ２１Ｈ２１
施工者
希望型

Ｈ２２Ｈ２２Ｈ２２Ｈ２２
施工者
希望型

 活用工事件数 2222 0 17171717 10 62626262 55

 活用技術数 2222 0 25252525 12 69696969 57

 TSによる出来形管理技術 1111 0 14141414 7 43434343 38

 TS/GNSSによる締固め管理技術 1111 0 9999 3 21212121 17

 ﾏｼﾝｺﾝﾄﾛｰﾙ技術(ｸﾞﾚｰﾀﾞ) 0000 0 2222 2 4444 3

 ﾏｼﾝｶﾞｲﾀﾞﾝｽ技術(ﾊﾞｯｸﾎｳ) 0000 0 0000 0 1111 1
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平成２２年度 情報化施工実績一覧（九州地整）
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ＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴ

実施
業者数

１回 ２回 ３回 平均回数

30 18 11 1 1.5

18 16 2 1.1

3 2 1 1.3

1 1

43 37 14 1 1.6

TSによる
出来形管理技術

TS/GNSSによる
締固め管理技術

ﾏｼﾝｺﾝﾄﾛｰﾙ技術
(ｸﾞﾚｰﾀﾞ)

ﾏｼﾝｶﾞｲﾀﾞﾝｽ技術
(ﾊﾞｯｸﾎｳ)

合　計

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 合計合計合計合計 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 合計合計合計合計 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 合計合計合計合計 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 合計合計合計合計 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 合計合計合計合計 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 合計合計合計合計 ２回 ３回 ４回

福　岡 15 15151515 18 18181818 11 11111111 6 6666 1 1111 0000 4

佐　賀 1 3 9 13131313 1 6 11 18181818 3 4 7777 1 3 7 11111111 0000 0000 1 1 1

長　崎 5 19 24242424 5 19 24242424 4 14 18181818 1 4 5555 1 1111 0000 3 2 1

大　分 3 4 7777 3 5 8888 1 2 3333 2 2 4444 1 1111 0000 1

熊　本 2 2 4444 3 3 6666 2 2 4444 1 1 2222 0000 0000 1

宮　崎 2 3 5555 4 3 7777 2 2 4444 2 1 3333 0000 0000 1

鹿　児　島 1 2 10 13131313 1 4 10 15151515 1 2 8 11111111 0000 2 1 3333 1 1111 2

合　計 2 17 62 81818181 2 25 69 96969696 1 14 43 58585858 1 9 21 31313131 0 2 4 6666 0 0 1 1111 13 3 2

複数回活用した業者数
マシンコントロール

技術(グレーダ)
活用工事件数

マシンコントロール
技術(グレーダ)

TS/GNSSによる
締固め管理技術

TSによる
出来形管理技術

活用技術数
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平成２２年度 情報化施工実績一覧（九州地整）

●県別 活用回数 実績一覧

●出来形管理技術は、実施業者数が多くさらに複数回の

活用が多いことから、技術が認められているため、普及

し始めている。

●締固め管理技術は、今年度初めて活用した業者が多い

ため、来年度以降のリピートが期待できる。

●ﾏｼﾝｺﾝﾄﾛｰﾙ・ﾏｼﾝｶﾞｲﾀﾞﾝｽ技術は今年度以降、より一層の

普及活動等が必要であり、現場見学会等を実施していく。

●複数回使用した業者数が多い県ほど、活用技術数が多い

傾向にある。
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ＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴ

九州アンケート調査結果

①ＴＳによる出来形管理技術

② TS/GNSSによる締固め管理技術
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ＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴ

34

効果と課題の検証（①ＴＳによる出来形管理技術）

①①①①施工効率施工効率施工効率施工効率

・情報化施工を活用した場合の作業時間の短縮率は「合計」で約６割、

個別に見ると「帳票作成」が約８割、「測量準備・測量（出来形計測）」が各約６割。

②②②②３次元設計データ作成３次元設計データ作成３次元設計データ作成３次元設計データ作成

・データ作成時間は、作成者の経験、現場条件等によってバラツキが見られる。

※H22九州アンケート調査結果より
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（杭、丁張設置含む）

測量
（出来形計測）

帳票作成 合　計

従来施工 情報化施工

図．施工延長100m当たり作業日数の比較 （日）（日）（日）（日）

※３次元設計データ作成に掛かる時間は除く。
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ＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴ
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③③③③経済性経済性経済性経済性 図．情報化施工機器の調達方法

効果と課題の検証（①ＴＳによる出来形管理技術）

※H22九州アンケート調査結果より

本工事以降

「自社持ち」

・「新規購入・リースレンタル」は「指導料・サポート料」が発生し、費用は約１０万円程度

・最も費用が高いＴＳは「新規購入・自社持ち」で約６割、「リースレンタル」が約３割

・システム関係は「新規購入・自社持ち」が約８割、「リースレンタル」が約２割

※「新規購入」は本工事以降、「自社持ち」となる。
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ＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴ活用後の感想及び意見（①ＴＳによる出来形管理技術）

①使ってみて良かった点①使ってみて良かった点①使ってみて良かった点①使ってみて良かった点

・現地（出来形・立会）で設計値と実測値についての比較がその場で確認出来る。

・施工中計画通りに出来ているかの確認が容易であった。

・1人で計測出来る為、測定に費やす時間の短縮が出来た。

・出来形管理資料がパソコンで自動作成出来る為、計測データの打ち間違いが防げ、

作成時間が短縮。

・取扱いが、従来の計測方法と操作があまり変わらなかった。

・最初に基本設計データを作成しますが、非常に難しいので覚えるまでの時間は掛かりますが、

確実に作成できれば、丁張設置や現場管理の精度が向上し、作業も大変楽になりました

36

※H22九州アンケート調査結果より
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ＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴ

②今後より使いやすくするための課題②今後より使いやすくするための課題②今後より使いやすくするための課題②今後より使いやすくするための課題

・基本データ作成に一番の労力を要するので、現場条件（図面変更が多い場合等）に合わせた

設計金額への反映が必要

・設計データ作成に於いて、使用するソフトウェアにもよると思うが、理解するまでかなりの

時間が必要でサポートも必要。

・発注図面・データについて、SIMAデータをコンサルは作成したほうが良い（各測点の法肩、

法尻 基準高・座標値）。理由として受注者も確認はするが、手間がだいぶ省ける。

・道路のように線形が決まっている現場はよいが、河川のように①線形が決まってない・②測点

間隔が違う・③横断方向が線形に対して直角でない等の現場は初期入力が出来ないので、

線形・測点・横断方向の修正若しくは、全てのセッティングをやり直さなければならない

・システムの無償化。
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活用後の感想及び意見（①ＴＳによる出来形管理技術）

※H22九州アンケート調査結果より
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ＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴ

③使用前後のイメージの変化③使用前後のイメージの変化③使用前後のイメージの変化③使用前後のイメージの変化

・使う前は難しいイメージがあったが、基本データ作成に手間がかかるだけで、実際使用してみると

最初のイメージと違いスムーズに出来た。次回も使用したい

・使う前は理解できるだろうか、使いこなす事ができるか不安な面もありましたが、実際使用してみて、

１回行ってみれば何とかできそうだと感じました。又、出来形の管理だけでなく、丁張り設置などに

他にも利用でき、実際行ってみて便利さを実感しました。

・TS使用前は、事前に基準点から座標を計算しトランシットで杭地点を方向角・距離で視準し 杭を建込後、

レベルで施工基準高丁張を設置していたが、TS使用中は基準点にトランシット設置し、丁張設置位置・

基準高さの誤差が把握でき距離・高さの設置が容易であった。1度で杭地点高さが設置できる。

・複雑で扱いにくいイメージだったが、簡素化されていて簡単で良かった。

・使用前は、面倒な技術で操作も難しいと思っていた。

・データ入力や出来形測定に時間がかかりそうだったが、実際やるとトータル的に省力化になると思われる。
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活用後の感想及び意見（①ＴＳによる出来形管理技術）

※H22九州アンケート調査結果より
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ＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴ

39

効果と課題の検証（②TS/GNSSによる締固め管理技術）

①①①①施工効率施工効率施工効率施工効率

・情報化施工を活用した場合の作業時間の短縮率は「合計」で約６割、

個別に見ると「締固め作業」が約６割、「帳票作成」が各約４割。

※H22九州アンケート調査結果より

図．施工延長1000m3当たり作業日数の比較 （日）（日）（日）（日）

※締固め用管理データ作成に掛かる時間は除く。
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・情報化施工を活用すると「施工前の試験施工」が必要となるが、

品質計測（現場密度試験：1000m3に１回）が不要となる。
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ＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴ
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②②②②経済性経済性経済性経済性 図．情報化施工機器の調達方法
※H22九州アンケート調査結果より

本工事以降

「自社持ち」

・締固め管理技術に使用する「ＴＳまたはＧＮＳＳ」の活用割合は、ほぼ半々

効果と課題の検証（② TS/GNSSによる締固め管理技術）

・ＴＳ出来形管理技術に比べると、「新規購入・自社持ち」の割合が少なく、

「リースレンタル」が高い

・「新規購入・リースレンタル」は「指導料・サポート料」が発生し、費用は約３０万円程度
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ＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴ活用後の感想及び意見（② TS/GNSSによる締固め管理技術）

①使ってみて良かった点①使ってみて良かった点①使ってみて良かった点①使ってみて良かった点

・転圧回数の管理として、従来は管理者を常駐させ、転圧回数がわかるようラインを引いて

写真管理したり、踏み残しが無いか目視だけで確認していたが、自動追尾転圧システムでは

振動ローラーのオペレータ自身で転圧回数を確認でき、また踏み残しも一目でわかるため、

品質と施工性の向上になった。

・モニターで未転圧箇所が分かるため熟練オペレータを必要としないことや、機械を降りて

施工範囲を確認する手間が省け安全性が向上するといった目に見えない利点はある。

・品質の確認試験による施工中止がなく、スムーズ施工できる。

・帳票作成が安易にできた。

・危険区域内に施工管理のための人員配置が不要となり、安全確保に寄与した。

・締固め状況を早期に把握ができ、工期短縮となった。
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※H22九州アンケート調査結果より
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ＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴＭＬＩＴ

③使用前後のイメージの変化③使用前後のイメージの変化③使用前後のイメージの変化③使用前後のイメージの変化

・管理ソフトの取り扱い（設定、日々のデータ管理）について、難しいイメージがあったが、

実際使ったら難しくなく、管理もしやすかった。

・使用前は難しそうなイメージでしたが、設定も容易で時間も掛からず簡単でした。

・慣れるまでは、敬遠していた為ｾｯﾃｲﾝｸﾞに時間がかかり施工能率が落ちていましたが、

慣れてきてからは、施工能率が上がり、抵抗なく受け入れることができました。

・実際使用すると、日々の管理の省力化が出来、工期短縮につながるなど、

利点が多いと思いました。

・使用前：画期的な技術、使用後：無線トラブルも多かったせいか、あまり良いイメージ無し。
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※H22九州アンケート調査結果より

活用後の感想及び意見（② TS/GNSSによる締固め管理技術）
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②今後より使いやすくするための課題②今後より使いやすくするための課題②今後より使いやすくするための課題②今後より使いやすくするための課題

・器具（無線）のトラブルが多く、メンテナンスに２～３日を要し、転圧出来ない日もあった

ので、器具の改善と、トラブル対応の迅速化。

・設備及びメンテナンス費が高価である。 ・事前のＣＡＤデータの作成に労を費やす。

・TSによる自動追尾では障害物（他の重機、ダンプ、構造物等）により追尾が遮断され、

その都度止まって追尾回復を待つ必要があったので、施工範囲が狭い現場ではTS器機の

設置箇所が重要となる。

・指定された転圧回数を遵守しても、現場状況・材料性状は必ずしも一定ではなく、このこと

から場合によっては規格値を逸脱することもあり得るため、材料性状にも規格値が設定され

たり、RI等を使用した簡易の現場密度確認を行っている。さらに、提出物も多くなることや、

汎用性が低いことから費用が嵩みGPS等を用いた締固め管理技術の導入は、（現状では）

ただのアピールとなりかねない。
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※H22九州アンケート調査結果より

活用後の感想及び意見（② TS/GNSSによる締固め管理技術）
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４．情報化施工の普及に向けた環境整備
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� 現場見学会・現場見学会・現場見学会・現場見学会・施工業者向け説明会等施工業者向け説明会等施工業者向け説明会等施工業者向け説明会等の開催の開催の開催の開催

� 各種会議における説明・意見交換各種会議における説明・意見交換各種会議における説明・意見交換各種会議における説明・意見交換
・事務所長会議、副所長会議、出張所長・監督官連絡

調整会議、担当者会議 等での説明・意見交換

� 『情報化施工サイト情報化施工サイト情報化施工サイト情報化施工サイト』』』』の開設の開設の開設の開設

情報化施工見学会

② 人材育成と推進体制・広報活動

① インセンティブ・支援制度

�工事成績評定工事成績評定工事成績評定工事成績評定

�融資制度・税制支援制度融資制度・税制支援制度融資制度・税制支援制度融資制度・税制支援制度

情報化施工の普及に向けた環境整備
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情報化施工導入時の工事成績評定への加点について

◆評価対象工事
情報化施工技術を採用した工事
・発注者指定型、施工者希望型ともに加点し、
施工者希望型の場合、試験施工調査の実施の有無は問わない。

・主任技術評価官が創意工夫（施工）において２点の加点。

◆新技術との関係
・情報化施工技術のうちNETIS登録されている新技術を活用した場合、
主任技術評価官が創意工夫（施工）において、新技術と情報化施工
合わせて最大６点の加点対象。

◆総合評価落札方式との関係
総合評価による情報化施工技術の技術提案があり評価した場合に、
実際に工事で活用した場合には、工事成績評定においても加点。

「情報化施工技術」を活用した場合、工事成績評定で加点されます。
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情報化施工機器購入等の融資制度について

�中小企業（資本金３億円以下又は従業員３００人以下）の建設業者であれば以
下の額の範囲内でご利用可能です。

�長期固定の低利融資制度で、特別利率①を適用されます。

�設備を賃借する場合もご利用可能です。

情報化施工により、施工の効率化、合情報化施工により、施工の効率化、合情報化施工により、施工の効率化、合情報化施工により、施工の効率化、合
理化を図る場合には、当該関連機器の理化を図る場合には、当該関連機器の理化を図る場合には、当該関連機器の理化を図る場合には、当該関連機器の
購入、賃借の際、㈱日本政策金融公庫購入、賃借の際、㈱日本政策金融公庫購入、賃借の際、㈱日本政策金融公庫購入、賃借の際、㈱日本政策金融公庫
の低利・長期の融資制度の対象となりの低利・長期の融資制度の対象となりの低利・長期の融資制度の対象となりの低利・長期の融資制度の対象となり
ます。ます。ます。ます。

直接貸付：７億２千万円、代理貸付：１億２千万円（民間金融機関による代理貸付）

企業活力強化貸付制度（ＩＴ活用促進資金）

※中小企業事業：１．４５％ 国民生活事業：１．８０％（貸付期間５年以内の場合、２１年７月現在）

問い合わせ・ご相談 ㈱日本政策金融公庫へ
http://www.c.jfc.go.jp/jpn/search/40.html

※本制度は保証人が必要となります（ただし、一定の要件を満たす場合、保証人免除特例の適用もあ
ります）。原則担保が必要ですが、審査により徴さない場合もあります。

※建設機械本体は本制
度の対象となりません

（例）ブルドーザのマシンコントロールシステム（例）ブルドーザのマシンコントロールシステム（例）ブルドーザのマシンコントロールシステム（例）ブルドーザのマシンコントロールシステム

③トータルステーション
（自動制御・出来形計測用）

受光器

排土板

自動制御
ブルドーザ本体
（建設機械）

①制御システム
車載モニター

②制御装置の取付改造
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機械・機器調達に関する支援制度（税制）

税税税税 制制制制 中小建設業者に対する建設機械等の取得の際の税制優遇措置

《《《《試算例試算例試算例試算例》》》》 特別償却前の課税所得金額：800万円、機械取得価格：1000万円の場合

項 目 特別償却有り 特別償却無
し

効 果

①特別償却前
課税所得

800万円 800万円 －

②特別償却額 300万円 0 300万円

③課税所得
（①－②）

500万円 800万円 ▲300万円

④法人税額

（③
×18%）

90万円 144万円 ▲54万円

項 目 特別償却有り 特別償却無
し

効 果

①課税所得 800万円 800万円 －

②法人税額
（①×18%）

144万円 144万円 －

③税額控除額 29万円 － 29万円

④納付税額
（②－③）

115万円 144万円 ▲29万円

当該年度の法人税が 54万円少なくなる

【特別償却制度】 【税額控除制度】

当該年度の法人税が 29万円少なくなる

※将来の減価償却費の先取りであり、設備の耐用年数期間中の償却費
の合計は同じとなる。このため、翌期以降の償却費は少なくなる。

中小企業投資促進税制

対象者 青色申告書を提出する中小企業者
（ほぼ、全業種対象）
（ただし、物品賃貸業（リース・レンタル業は対象外）

内 容 機械及び装置（取得価格160万円以上）を取

得した場合

措 置 初年度所得価格の30%の特別償却または
7%の税額控除
（7%の税額控除は資本金3千万円以下の法人の
み）

期 間 平成24年3月31日まで

中小企業投資促進税制

対象者 青色申告書を提出する中小企業者
（ほぼ、全業種対象）
（ただし、物品賃貸業（リース・レンタル業は対象外）

内 容 機械及び装置（取得価格160万円以上）を取

得した場合

措 置 初年度所得価格の30%の特別償却または
7%の税額控除
（7%の税額控除は資本金3千万円以下の法人の
み）

期 間 平成24年3月31日まで
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現 場 見 学 会

①現場見学会
・実施回数 計１２回（福岡３、大分１、佐賀４、長崎１、熊本１、宮崎１、鹿児島１）
・参加人数 約５００名（官：約２００名、民：約３００名）

②受注者を対象とした説明
・実施回数 計１１回(福岡３、大分２、長崎１、熊本３、宮崎２）
・参加人数 約１７００名（官：約２００名、民：約１５００名）

③その他
・情報化施工の工事報告会（官：約 ２０名、民：約１０名）
・九州建設技術交流会 （官：約 ３０名、民：約１００名）
・出前講座 （ 民：約８０名）
・九州建設技術フォーラム （官：約４００名、民：約１３００名）

平成２２年度は約４２００名に対して情報化施工の普及活動を実施

④研修（内部職員向け）での説明
・実施回数 計８回
・参加人数 官：約１４０名

現場見学会等による普及活動の実施（九州の取り組み）

九州建設技術フォーラム
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九州地方整備局のホームページに『情報化施工サイト』を開設しています！！

九州地方整備局ホームページ内の掲載箇所九州地方整備局ホームページ内の掲載箇所九州地方整備局ホームページ内の掲載箇所九州地方整備局ホームページ内の掲載箇所
＜＜＜＜主主主主なななな掲載内容掲載内容掲載内容掲載内容＞＞＞＞

●情報化施工の概要

●情報化施工の効果

●情報化施工技術の紹介

●施工管理要領（案）

●試験施工情報の実績

●現場見学会情報

●請負者支援情報

（融資制度・工事成績評定等）

情報化施工サイトの開設（九州地方整備局ＨＰ）

情報化施工サイトのトップページ情報化施工サイトのトップページ情報化施工サイトのトップページ情報化施工サイトのトップページ

画面右にある「情報化施工」

バナーをクリック！！
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建設業関係者及び自治体を対象とした現場見学会

『情報化施工サイト』にて、現場見学会の参加募集を行っています！！

TSによる締固め管理技術 見学会情報化施工サイト 現場見学会のページ

申込書はこちら！！申込書はこちら！！申込書はこちら！！申込書はこちら！！

現 在 調 整 中
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情報化施工レポート（現場の生の声が聞けます！！）

情報化施工サイト 情報化施工レポートのページ 現場報告（一部抜粋）

情報化施工を活用した施工業者情報化施工を活用した施工業者情報化施工を活用した施工業者情報化施工を活用した施工業者によるによるによるによる作業手順や留意点等の現場報告作業手順や留意点等の現場報告作業手順や留意点等の現場報告作業手順や留意点等の現場報告を掲載しています。を掲載しています。を掲載しています。を掲載しています。


